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2 非行・問題行動の未然防止

青少年の社会的自立の促進

４．政策を構成する施策一覧

Ｈ2１

1

若年者（15～34歳）における非労働者（家
事・通学を除く）割合（%）

巡回指導による被指導者数（人） 3,537 3,524

自立支援相談延べ件数

79.3%

国や県などの施策と連携を図りながら，非行防止に関する啓発や講演会の実施など，地域社
会全体で青少年の健全育成に対する取組を強化する。

重点事業

「青少年非行防止対策事業」について，青少年の非行防止に重要な取組であることから，巡
回指導員が新たな課題に対応できるよう研修の充実などにより，巡回指導活動の強化に取り
組む。

見直し事業

青少年の非行・問題行動の未然防止のためには，保護者や地域住民との連携・協力が必要不
可欠であり，今後も継続して地域における巡回指導活動や環境点検活動などを実施する。

総論
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施 策 の 指 標（上段:総合計画に基づく指標）
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施　策　の　二　次　評　価

重点事業

見直し事業

指標③

指標①
（総合計画に基

づく指標）

平成２２年３月の「社会福祉審議会」からの提言において，
子どもの健全な成長には，発達段階に応じた様々な体験や異
年齢交流により，豊かな人間性や社会性を身に付けることが
重要であり，それら場の確保や機会の充実を図る必要がある
と指摘されている。また，巡回指導活動や環境点検活動など
のさらなる推進により，地域ぐるみで子どもの非行未然防止
に取り組む必要があると指摘されている。
平成２２年６月の宇都宮市議会一般質問において，若年無業
者の就業支援について，NPO法人等との連携を進めていく中
で，効果的な支援のあり方を検討すると答弁している。

改善の必要
な点

青少年が健全に成長し，社会的自立を果たすためには，地域，青少年関係団体，学校，行政等が一層の連携・協力を図りながら，良
好な社会環境づくりに取り組む必要がある。また，家庭に潜在化するニートやひきこもりといわれる青少年に対する相談体制の充実
や非行防止に関する取組の充実により，社会の一員として健全な社会活動を営める青少年を育成する必要がある。

青少年を取り巻く問題が複雑化，深刻化する中，自立支援の相談件数が増加するなど青少年の社会的自立に対する必要性はますます
高まっており，今後は様々な広報媒体を活用した青少年自立支援センターの周知とともに，関係機関やNPO法人等との連携強化を
図りながら，家庭に潜在化するニートやひきこもりの実態把握や若年無業者の就業支援について取り組む。また，「非行・問題行動
の未然防止」については，今後とも継続して巡回指導活動など青少年の非行・問題行動の未然防止に取り組む。

総論

青少年が，社会の一員としての自覚
をもって，充実した生活を送ってい
ると感じている市民の割合

指標②

3,500

―

85.1%

99.3%

政策指標の進捗状況が前年度から0.4ポイントとわずかな上昇であるが，各施策の状
況についても施策指標の達成度が一定の高い数値を示すなど，政策全体として着実に
成果をあげている。「非行・問題行動の未然防止」については，巡回指導員による被
指導者数は概ね目標に達しており，ここ数年の青少年犯罪の減少など，成果として現
れている。

「青少年の社会的自立の促進」について，青少年を取り巻く問題が複雑化・深刻化し
ていることから，青少年の個々の事情やライフステージに応じた包括的な支援の実
施，地域・青少年関係団体・学校等と一層の連携強化を図っての施策展開が必要であ
る。
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―

―

1.10

重点施策

青少年が健全に成長し，社会的自立を果たすため，関係機関や地域が連携・協力して良好な
社会環境をつくるとともに，自立が困難な若者については，相談体制の充実や自立に向けた
講座や事業等の充実を図る。

「青少年自立支援対策事業」について，関係機関相互の連携強化を図るとともに，家庭に潜
在化するニートやひきこもりの実態把握と相談体制の充実を図る。また，若年無業者の就業
支援についても，国・県やNPOとの連携を強化する。

青少年が社会的自立を果たすことができる良好な社会環境をつくるため，青少年が自主性・
社会性を養う場の確保や機会の充実，また，青少年に対する相談体制の充実などを図り，
個々の青少年の事情やライフステージに応じたきめ細かな支援に取り組むとともに，NPO
法人等との連携を進めていく中で，効果的な支援のあり方について検討する。

国・県等
の動向

【凡例】
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社会環境や青少年を取り巻く環境の変化に伴い，コミュニ
ケーションや自立に不安を抱える青少年の増加，非行や問題
行動に対する青少年自身の規範意識の低下が生じている。こ
のような中，将来への夢や希望を育みながら，社会の一員と
して健全な社会活動を営める青少年を育成していくため，社
会環境の浄化や青少年の規範意識の醸成などが重要になって
いる。
国においては，平成２２年４月に「子ども・若者育成支援推
進法」を施行し，社会生活を円滑に営む上での困難を有する
子ども・若者を地域において支援するためのネットワークづ
くりなどを目指している。

総論

「健全な青少年を育成する」ため，青少年が社会の一員として役割と責任を果たしていくための「青少年の社会的自立の促進」，青少年が非行や問題行
動などを起こすことなく，健全に生活していくための「非行・問題行動の未然防止」に，重点的に取り組みます。

青少年自身が規範意識を持ち，非行や問題行動を起こすことなく，社会の一員として充実した生活を送っています。

市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために

健全な青少年を育成する

101.5%地域における延べ巡回指導活動実施回数 840 853 840
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